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例   言

1 本書は、平成 7年 11月 13日 ～12月 15日 までにわたって発掘調査された、長野県小諸市甲字中
郷土に所在する郷土遣跡の調査報告書である。本遺跡は、平成 4年に発掘調査が行われてお

り、前回調査分を第一次、今回調査分を第二次とした。

2 本調査は、小諸市建設部高速交通対策課の委託を受け、小諸市教育委員会が実施した。

3 本調査は、星野保彦を発掘担当者とし、有識者を調査員とし、地元郷土地区の方々の御協力
を得て実施した。

4 遺構実測図の作成は、次の者が行った。
太田史夫、小野山 清、松本甲子雄、星野保彦

5 遺物実測図の作成・トレースは、大田史夫・星野保彦が行ったほか、株式会社大宮測技の協
力を得た。

遺構実測図のトレースは、太田史夫が行った。

6 土器拓本は、佐藤君代・太田史夫が行った。

7 遺構 。遺物の写真撮影は、太田史夫・星野保彦が行つた。

8 本書の執筆は、星野保彦が行った。

9 本書の編集は、大田史夫・星野保彦が行い、月ヽ淵武―がこれを校閲、監修した。

10 本遺跡の出土資料は、小諸市教育委員会の責任下に保管されている。

発掘調査及び報告書作成に際しては、次の方々に御指導・御配慮・御協力を賜つた。ここに

御芳名を記して厚 く御礼申し上げる (50音順、敬称略)

臼田武正、小林俊一、桜井秀雄、白沢勝彦、堤  隆、福島邦男、翠川泰弘、綿田弘実
(関係機関) 株式会社大宮測技、新日本航業株式会社、有限会社堀籠重機



1 各遺構の略号は、次のとおりである。

竪穴住居址十一SB ピット群一―SA 土坑一一 SK

2 遺構実測図の縮尺は、次のとおりである。

竪穴住居址・ピット群 。土坑―-1/80 炉址一-1/40 遺構全体図十~1/100

3 遺物実測図の縮尺は、次のとおりである。
土器一-1/4(但 し、第12図11は1/8) 石器―-1/2

4 水糸レベルの原点は、次のとおりである。
No l――一-821。 177m、 No 2-――-817.803■ n

5 図版中、遺物の縮尺は、次のとおりである。
土器―二約1/4 石鏃=―約1/2 石斧――約1/3

6 図版中では、遺物番号を簡略化した。例えばヽ第 4図 1は 4-1と表わす。

7 土層の色調は、「新版 標準土色帖Jの表示に基づいて示した。
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上 巻掘調査の概要

郷土遺跡

長野県小諸市甲字中郷±4160-1、 2

平成 7年 11月 13日 ～12月 15日

上信越自動車道建設に伴う市道改良事業

星野保彦

小野山 清、太田史夫、松本甲子雄

約1,335∬

竪穴住居l■ 5棟、ピット群 1、 土坑 3基

Ⅱ 遺跡の環境

郷土遺跡は、今回の調査以前に数次にわたり発掘調査が行われている。

昭和36・ 40年の調査結果については、第一次の発掘調査報告書の「Ⅱ 遺跡の外観 2 遺跡

の歴史的環境」でふれているが、簡単にまとめてみると、この 2回の調査は、小諸市誌編纂委員

会の依頼を受け、東京教育大学の人幡一郎先生を中心に実施された。昭和36年の調査では、「縄

文時代中期中習」のものと考えられる敷石住居址 1棟のほかに、「炉面二歩と敷石」が検出され、

出土遺物には、加曽利E式のほか、勝坂、堀之内、加曽利B式など、中期から後期にかけての土

器片がある。また、後者の調査では、縄文時代中期末葉の敷石住居l■ 1棟、平安時代以降のもの

と考えられる竪穴住居址 1棟が検出された。その時の出土遺物には、敷石住居址からは加曽利E

式の上器片が、もう 1棟からは、杯 3点、奏の破片などが確認されている。

平成 4年に実施した第一次の調査では、縄文時代の竪穴住居l■ 7棟、土坑49基などが検出され

た。住居l■は、所産期別に見ると、中期中葉 3棟、同期後葉 2棟、後期前葉 1棟、不明 1棟であ

った。

出土遺物には、縄文土器片と石器類がある。

縄文土器は、前期前半から後期前半にかけての資料が出土している。前期の上器片では、前半

の胎土に繊維を含んだ破片、また、同期後半の資料では、諸磯式の小片が確認された。中期の資

料は、中葉から後葉にかけてのものが出土。中葉の資料は、焼町式、藤内式、井戸尻式の破片が

主に住居址から確認されている。同期後葉の資料は、曽利式のものが大半を占めた。後期前半の

資料は、ほとんどが堀之内Ⅱ式に比定される。

石器類は総数31点 を数え、磨石が14点、石鏃及びその未製品が 5点、他にはスクレイパー、打
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第 1図 調査地点と周辺遺跡 (1:10,000)

製石斧、磨製石斧、多孔石、石皿、石匙、石核などが出上している。

また、平成 4年の調査地籍の隣接地点において、止信越高速道建設のため、働長野県埋蔵文化

財センターにより行われた発掘調査では、縄文時代前期初頭の竪穴住居址 4棟、同時代中期中葉

から後期初頭にかけての竪穴住居l■が114棟、平安時代の竪穴住居址が 2棟、古墳 1基、ピット

1,114基などが検出されている。

註

(1)小諸市誌編纂委員会 1974 「小諸市誌 考古篇!小諸市教育委員会
(2)註 (1)の文献
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1 竪穴住居址

(1) 第 1号住居l■
遺構 (第 2・ 3図、図版 1)

遺構と遺物

C――――――F

層序説明
第1層 黒色土層 (10Y R2/1)

,0.5～ 10 0cllの パミスを含み、ローム粒子を多量に含む

□  ‖ ヽ

第 2図 第 1号住居址実測図

-3-

水糸レベル322.177m



本住居址は、北側の調査区の東端部に位置す

る。他の遺構との重複関係はないが、後世の浸

食や耕作のため、プラン西側がはつきりしなか

つた。平面形は、確認し得た範囲で、東西546

cm、 南北530cmの 円形である。壁高は傾斜上方、

すなわち東側の壁で約35cmを 測る。床面は東か

ら西に緩やかに傾斜し、軟弱であった。

炉址は中央部やや北寄りに位置し、炉石には

河原石、安山岩等が使われていた。規模は東西

85cm、 南北100cm、 深さ26clnを測る。覆土から

は、最も厚い部分で10clnを 越える明責褐色を呈

する灰の層が確認された。

ピットは 9基検出された。このうち壁下で検

出されたPl～ P7の 7基が、深さ30～42cmを 測

り、主柱穴と考えられる。

遺物 (第 4図、図版 3)

縄文土器と石器が出土している。 1は、日縁

部を全周するかたちで縦位の平行沈線が施文さ

れ、その下部に横位の隆帯が貝占付されている。

そこから蛇行隆帯と、平行する隆帯がそれぞれ4単位垂下している。平行する隆帯は、ほぼ同じ

位置で節目状の隆帯をもち腕骨文に類似している。蛇行隆帯と、隆帯の間は、縦位の沈線が施さ

れている。 2は垂下する3本の平行する隆帯と1本の隆帯が各 4単位ずつ貼付され、隆帯間には、

縦位と横位の沈線が施文されている。 3本の平行する隆帯には、ほぼ同じ胴部の最も張つた位置、

若しくはそのやや上に、楕円形と渦巻き状の隆帯がアクセントのかたちで施されている。 3・ 5

,8・ 13に は、渦巻き状隆帯が、10・ 15に は蛇行隆帯が施文されている。18は、焼町式の深鉢型

土器の破片、 7は綾杉状沈線が施文された曽利式の資料である。

石器は、図示した安山岩製の石鏃が出土している。また、図示し得なかったが、黒曜石の小剥

離片が 5点確認された。

本住居址からは、縄文時代中期中葉から後葉にかけての資料が得られたが、その出土状況から

所産期は中期後葉に比定される。

ひ

lm

水糸レベル821777m

層序説明
第1層 黒掲色土層 (10Y R2/2),05～ 3 0cmの
パミス、ローム粒子を含む。締まつていない

第2層  暗掲色上層 (10Y R3/3)灰 を含む
第3層  り]黄褐色上層 (10Y R6/8)灰層
第4層  橙色上層 (7 5YR6/8)地 山が焼けたもの

第 3図 第 1号住居址炉址実測図
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第 4図 第 1号住居址出土遺物
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(2)第 2号住居 l■

遺構 (第 5・ 6図、図版 1)

本住居l■は、北側の調査区の中央部東端において検出された。他の遺構との重複関係はないが、

北西部が一部、比較的最近掘られたと思われる土坑に切られていた。平面形は、確認し得た範囲

で、東西352cln、 南北410cmの 南長にやや長い楕円形を呈する。壁高は傾斜上方の北側で約30cmを

測るが、南側では5 cmを 測る程度であつた。床面は概ね平坦で、堅緻であった。

炉l■は中央部やや西寄りで検出された。炉の縁部で安山岩が出土したが、炉石として使用され

-5-
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第 5図 第 2号住居l■実測図

たものかどうかは判然としなかった。覆土からは、層厚10

cmを 測るにぶい赤褐色を呈する灰層が確認された。

ピットは総計13基が検出された。このうちPl～ P4の 4基

が、深さ60～ 72cmを測り、主柱穴と考えられる。

遺物 (第 7図、図版 4)

本住居跡からは、縄文土器と石器が出上している。 1は、

口縁に突起をもつ深鉢で胎土に多量の金雲母を含む。 2・

7・ 10・ 11は、焼町式の深鉢の破片である。 5は、胎上に

繊維を含む前期の深鉢型土器の破片で、混入したものと考

えられる。

石器は、図示しなかったが、磨石に用いたと考えられる

資料が 1点出土している。

A一

水糸レベル821.077m

0          1m

層序説明
第1層 暗赤褐色土層(5Y R3/2)灰 を含む
第2層  にぶ赤褐色土層(5Y R4/4)灰層

第 6図 第 2号住居址炉址実測図

⑬

一

攪
舌と

P魏＼F

第留 毯召色援 に 5ぼ R2/11ぃ ‐ ちmのア憶∽

=レ

勺 靱 .野7m
ローム粒子を含む

第2層  黒褐色土層 (7 5Y R2/2)φ 05～ 7.Ocmのパミス、
ローム粒子を含む
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第 7図 第 2号住居址出土遺物

本住居l■の所産期は、出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

(3)第 3号住居址

遺構 (第 8。 9図、図版 1)

本住居址は、北側の調査区の南端部において検出された。他の遺構との重複関係はないが、傾

斜下方、南側の壁の上端の一部がはっきりしなかった。平面形は、東西366cm、 南北は470cm前後

の、南北に長い楕円形を呈する。壁高は傾斜上方の北東部で55cmを測るが、西側では14clnと 低い。

床面は平坦だったが、軟弱であつた。

炉址は、中央部やや北寄りで検出された。河原石を用いた石囲い炉で、残存部で東西37cm、 南

北40cllaの規模の小さなものであった。覆土からは、少量の灰と炭化物が確認された。

ピットは 8基検出された。このうちPl～ P4の 4基が、深さ35～40cmを 測り、主柱穴と考えら

れる。また、P7° PSの 2基は、深さ22cm、 26cmを測り、検出された地点から、出入口に因むも

のと思われる。

A―一―
―
B

遺物 (第 10～ 12図、図版 4)

縄文土器片と石器が出土している。縄文土器は、中期中葉

焼町式の資料が大半を占めた。11は、日径29,7cmを 測る深鉢

で、器面に限鏡状突起、曲隆帯、、刺突文などが初密に施文

されている。 2は、地文に縄文が施され、刻みのある円形隆

帯と「し」の字状の隆帯力靱占付されている。

石器は、図示しなかったが、安山岩製の磨石が 2点出上し

ている。

本住居址の所産期は、縄文時代中期中葉に比定される。
層序説明

第 1層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)
僅かに炭化物を含む灰層

第 8図 第 3号住居址炉址実測図

A一――         ―――B

鰍
水糸レベル819.777m

0               1m
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◎
P2

埋

撃孔謬

G‐ _

層序説明

第 1層 黒色土層(10Y R1 7/1)E―一
パミスをほとんど含まない

第2層  黒掲色土層(10Y R2/2)
φ05～ 8 0cmのバミス、
ローム粒子含む

第3層  黒褐色土層(5Y R2/2)
φ05～ 8 0cmの パミス、
ローム粒子含む

第4層 黒掲色土層(7.5Y R〃 2)
φ05ヽ 15cmの パミス、
ローム粒子合む

‐‐D
一
F

水糸レベル820,377m ♀    |    ♀m

第 9図 第 3号住居址実測図

樫

鶴

第H図 第 3号住居跡出土遺物 (B)

o                   10cm

第10図 第3号住居跡出土遺物 (A)

ｂ

Ｏ

ｏ
先

叫

財

″
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第12図 第 3号住居跡出土遺物 (C)

(4)第 4号住居址
遺構 (第 13・ 14図、図版 2)

本住居l■は、南側の調査区の西端で検出された。第 5号住居址と重複関係を有し、同住居址を

切つている。緩斜面に位置するため、後世の浸食等を受け、南側では壁が検出されなかったが、

平面プランは、円形若しくは楕円形を呈するものと考えられる。確認し得た範囲では、東西410

cm、 南北265cmを測る。壁高は傾斜上方、北西部で約50cmを測るが、南側は不明である。床面は、

軟弱で、残存部から推して、中央に向かい緩やかに傾斜していたものと思われる。

炉址は、中央の北寄りと考えられるところで検出された。河原石を用いた石囲い炉で、東西31

cm、 南北39cmと規模の小さいものであった。覆土からは炭化物が僅かに確認された。

ピツトは 5基が検出され、 P二～P4の 4基が、深さ

40～ 52cmを測り、主柱穴と考えられる。

遺物 (第 15図、図版 5)

縄文時代中期中葉を中心とした土器片が出土してい

る。 1・ 9,11は、焼町土器である。 2・ 7113は、

刻みのある環状隆帯内に平行沈線や刺突文が見られる。

8は、器面内外に赤色の塗料が残る浅鉢の破片である。

また 5は、地文に縄文が施文され、隆帯を貼付した後

に爪形文が付された前期後半の資料で混入したものと

考えられる。石器は、出土しなかった。

本住居址の所産期は、縄文時代中期中葉に比定され

る。

②

水糸レベル817208m
lm

層序説明

第1層 黒褐色土層(5Y R2/2)φ 05 cm前後の
パミス、ローム粒子、炭化物を含む

第13図  第4号住居址炉址実測図

-9-



第 5号住居址

第4号住居址

〆

層序説明

第4号住居址

第1層 黒褐色土層(10Y R2/2)
φO.5～ 10.Ocmのパミス、
コーム粒子を含む

第2層 暗褐色上層(7.5Y R3/3)
,05～ 5,Ocmのパミス、
ローム粒子を含む

第3層 暗褐色土層(7.5Y R3/4)
,05～ 4 0ulのパミス、
ローム粒子を含む

締まつていない

第5号住居址

第1層 暗褐色上層(10Y R3/3)
φO.5～ 5。 Clcmの ′`ミス(
ローム粒子を含む

第2層 暗褐色土層(7 5Y R3/4)
φO.5～ 2.Oclllの パミス、
ローム粒子 を含 む

ガ

ガ

第14図 第4号 (下 )・ 第 5号 (上 )住居址実測図

/S

身 わ ガ

一
J

水糸レベル818.208m

-10-



第15図 第4号住居址出土遺物

(5)第 5号住居址
遺構 (第 16・ 17図、図版2)

本住居l■は、南側の調査区の西端で検出された。第4号住居l■と重複関係を有し、同住居址に

切られている。平面プランは、残存部から推して、東西にやや長い楕円形を呈するものと考えら

れる。確認し得た範囲では、東西416cm、 南北349cllaを 測る。壁高は、傾斜上方、北側で62clnを 測

るが、南東の第 4号住居址に切られている

辺りでは20cm程度であった。床面はほぼ平

坦であったが、締まってはいなかった。

炉址は、中央部やや北寄りと考えられる

地点で確認された。炉石の抜き取り痕と思

われる小ピットが 5基検出されていること

から、石囲い炉であったと推測される。

ピットは、炉址部を除き、 6基が検出さ

れた。このうちPl～ P4の 4基が、38～ 53

cmを測り、主柱穴と考えられる。

水糸レベル817.708m

0              1m

第16図 第 5号住居址炉l■実測図

遺物 (第 17図、図版 5)

本住居址からも、縄文土器片のみの出上で、石器は

確認されなかった。 1は、深鉢の胴部の破片で、細長

-11-



い葉のかたちをした隆帯に羽状の刻みが付され、その周囲に楕円形の沈線が施文されている。 5

は、横位の平行する隆帯、及び楕円形の隆帯を区画文とし、楕円形の内側は、三叉文、縦位と横

位の平行沈線が施文されている。また4は、日縁と平行するかたちで薄く隆帯が貼付された浅鉢

である。図示し得なかったが、浅鉢の破片は、このほかに2個体分出土している。ともに器面の

内外に赤色塗彩が施され、 1点は蛇行隆帯が施文されている。

本住居址は、出土土器より縄文時代中期中葉に比定される。

第17図 第 5号住居 l」L出土遺物

ピット群

(1)第 1号 ピッ ト群
遺構 (第 19図、図版2)

北側の調査区の北西部で検出された。 5基のピットよりなる。平面形は、不整楕円形、隅九長

方形を呈し、深さは19～ 60cmを測る。 5基のうちPlと P5は、深さに若干差があるが、類似した

かたちである。

遺物 (第 18図、図版 8)

第18図 1は Plか ら、 2は P3か ら出上 している。 1は、沈線 と

縄文が施文された深鉢の口縁部の破片で、縄文時代中期後葉の資

料である。 2は、内外面とも丁寧に仕上げられ、赤色塗彩が残る

中期中葉の浅鉢の破片と考えられる。

本遺構の所産期は、遺物が少なく、また、混在しているため定

かでない。

�日
10cll

鰺
'μ

l≧稼鮎聡2義課 フ
尊

沖

蜘

肖 駆

-12-
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＼
a

ヽ

水糸レベル821.677m

層序説明
埋土 黒掲色土層(10Y R3/1)φ 05～ 3 0cm
のパミス、ローム粒子を含む

第19図 第 1号ピット群実測図

それぞれの所産期については、出土遺物が皆無、若しくは僅かのため、特定できなかった。

第 1表 土坑一覧表

土  坑

遺構 (第20図、図版 2)

今回の調査では、3基の土坑

が検出された。いずれも北側の

調査区で確認された。重複関係

をもつものはなかったが、第 1

号土坑については、調査区域外

にかかるかたちで検出されたた

め、平面プランは不明である。

第 3号土坑からは、φ15.0～ 30.0

cmを測る軽石が多く出土した。

また、同土坑の底面は、比較的

平らで締まっていた。

遺物

図示しなかったが、縄文時代

中期中葉の浅鉢の口縁部の破片

が 1点、第 2号土坑より出土し

ている。鮮やかな明赤掲色を呈

する塗料が僅かに残る。

土
坑
ｈ
平 面 形

規  模 (cm)
長軸方位 出 土 遺 物 備 考

東西 君専Jヒ 深 さ

1 不 明 103 113 15～ 42 N-22° 一W

2 不 整 円 形 185
Ｏ
Ｏ 3^-20 N-37° 一W 縄文土器片ユ

3 不整楕円形 160 133 41--56 N-60° 一E

-13-



層序説明
第 1層 黒色土層(10Y R2/1)φ O・ 5～ 8 0cmの
パミスを多量に合み、ローム粒子を合む

國
①‐暑
蔓
憂
藝
⊇
訂
‐∪
層序説明

第1層 黒色土層 (7 5YR2/1)φ 05～ 8 0cmのパミス、
ローム粒子を含む

第2層  黒褐色土層 (7 5Y R2/2)φ O.5～ 3.Ocmのパミス、
ローム粒子を含む

r

層序説明

第1層 黒褐色上層 (10Y R2/2),0.5～ 30 0cmの パミス、
ローム粒子を含む

第2層 褐色土層 (10Y R4/4)φ O.5～ 1 0cnのパミス、
ローム粒子を含む

第20図 第 1号～第 3号土坑実測図

4 遺構外出土遺物

遺物 (第21～ 24図、図版 6・ 7・ 8)

遺構外からは、縄文土器片、石器が出土している。

土器は、図化したものが 5点、拓影を載せたものが90点である。時期的に大別すると、前期が

3点、中期力湘9点、後期力S3点である。代表的なものを掲載したわけである力S、 検出された住居

l■の所産期がすべて中期であつたことと照らし合わせると、遺構外で出土した土器の割合も、今

回の調査区の周辺力S中期を中心とした集落跡であつたことを、裏付けているといえよう。

前期の資料 (第23図 35。 45、 第24図 74)は、いずれも深鉢の破片で、前半の資料である。74は

水糸レベル820.677m

2m

卜
/

水糸レベル821,777m
0              2m

卜
/

□
Ｑ
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第21図 遺構外出土遺物 (A)
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第22図 遺構外出土遺物 (B)
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波状を呈する口縁部の破片、他は胴部の破片である。

中期の資料は、中葉から後葉の上器が出土している。図示したものでは、中葉が19点、後葉が

50点、残る19点は厳密な時期区分を行えなかったが、中葉後半から後葉の初めにかけての資料と

考えられる。

中葉の資料では、10が深鉢の口縁部から胴部の破片で、日縁部にW宇状の隆帯が貝占付され、そ

の下部に環状突起、捻り紐状の隆帯が続く。また、横位と斜位に刻みのある隆帯が区画文として

配され、その内側には区画文に沿ったかたちの沈線と三叉文が施文されている。12は、連続する

短い沈線、羽状の刻みが施された隆帯による区画文、縦位の平行沈線などが施文されている。細

部は異なるが、10。 12共に丼戸尻式期に比定される資料である。また、曲隆帯に刻み、円弧状の

平行沈線が施文された31は、焼町式の資料で、23も ほぼ同時期の破片と考えられる。

中期後葉では、曽利式、加曽利E式、唐草文系の上器片が出上している、 9は、曽利Π式期の

-18-



唐草文系の深鉢で隆帯が区画文として貼付され、その間に横位平行沈線が密に施文されている。

隆帯は、腕骨文と類似しているが、Y字状、若しくは円状に貼付されており、通常のものとは若

千異なる。また、接合し得た範囲では、渦巻き状の施文はされていない。14・ 73も 同時期の資料

と考えられるが、73は地文に縄文が付されている。11は、深鉢の口縁部の突起で、器面内側の縁

の下約1.5cmの ところから、直径1.5cm前後の孔が穿たれている。内から外へむけて開けたもので、

外面では直径0,6cm程である。13は、曽利Ⅱ式期の深鉢と考えられる。図示した破片は、刻みの

ない隆帯の上部に斜行平行沈線が施文され、その線上にほぼ等間隔で刺突が行われている。下部

は地文に縄文が付され、蛇行沈線が施文されている。15は、曽利Ⅱ～Ⅲ式期の深鉢片で、H字形

の隆帯と綾杉状沈線が付されている。30は、曽利 I式期の隆帯を貼付し、籠目文が施文された資

料である。このほか曽利式と考えられる土器片には、18・ 54・ 65,92がある。

一方、加曽利E式の資料には、19,26・ 34・ 49・ 50・ 55・ 60。 78がある。19は、加曽利 EΠ 式

の深鉢の破片で横位の渦巻き状隆帯と無文の隆帯が口縁部の下に回らされている。26は、地文に

撚糸文が施文され、 2条の隆帯がやはり渦巻き状に付されている。601よ、 3列の刺突が行われて

いるが、上の 2列は器面に棒状工具を立てるかたちで、最下列は器面に沿うかたちで行つている。

このため最下列は、一見刺突とするよりは、刻みの印象を受ける。34・ 49。 50・ 55は、同Ⅲ式期

の資料で、隆帯若しくは沈線による区画文内に、縄文が施文されている。また、17・ 22・ 32・ 33

・84は、唐草文系の施文が見られる。

後期の資料は、図示したものでは4点ある。29・ 48が堀之内 I式、30。 31が堀之内Ⅱ式のいず

れも深鉢の破片である。

石器は8点を図示した。 1が粘板岩製の、 2・ 5,6が安山岩製の、 3・ 4・ 7が頁岩製のい

ずれも打製石斧である。 8は、黒曜石製の石鏃の破片である。また、図示しなかったが、蛇紋岩

製の磨製石斧の破片が 2点出土している。
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括

今回の調査で検出された遺構 。遺物については、すでに各章で述べたが、要点を簡単にまとめ

てみたい。

検出された遺構には、縄文時代中期中葉から後葉の竪穴住居址、ピット群、土坑がある。

また、出土した遺物には、縄文時代前期前半から後期前半の土器片、石器がある。

5棟の住居址の所産期は、第 1号住居l■が中期後葉、残る4棟は中期中葉に比定される。前回

の調査の結果、及び帥長野県埋蔵文化財センターの調査結果を冒頭コ、遺跡の環境に記したが、

それらから調査区周辺は、縄文時代中期中葉から後期初頭が、最も集落が栄えた時期と考えられ

る。

ピット群、土坑については、出土遺物が皆無、若しくは僅かであったため、時期を特定するこ

とはできなかった。

次に出土遺物についてふれる。まず土器であるが、胎土に繊維を含んだ縄文時代前期前半の破

片から後期前半堀之内Ⅱ式に至る間の資料が、整理用コンテナで 7箱分出土した。前期前半の資

料は、関山式に比定される破片で、遺構外からの出土が大半を占め、住居址からも確認されたが、

覆土上部からの出土に限られた。前期後半の資料は、第 4号住居址より結節状隆線が施された破

片が 1点出土している。中期の資料は、中葉から後葉の土器が出土している。中葉の資料では、焼

町式・藤内式・井戸尻式のものが確認されている。焼町式の深鉢は、第 3号住居址から2個体分

出土したほか、第 2・ 4号住居址からも破片が出土している。藤内式の資料は、第4号住居址 (第

15図 7・ 12・ 13・ 16・ 17)、 第 5号住居址 (第 17図 5,9。 12)から出土したほか、遺構外 (第
23図 16、 第24図 103)か らも得られた。井戸尻式の資料は、第4号住居址 (第 15図 2)の深鉢の Iま
か、遺構外で検出されたかなり大型の深鉢の破片 (第22図 10,12)な どがある。中期後葉の資料
は、曽利式・加曽利E式・唐草文系の上器片が出上している。曽利 I式の資料には、遺構外出土

の深鉢片 (第23図30)がある。また、Ⅱ～Ⅲ式に比定される資料には、第 1号住居址、遺構外か

ら出土した破片がある。腕骨文に類似したY字状隆帯、蛇行沈線、斜行平行沈線上に刺突が施文

された第22図 13も 、この時期の資料と考えられる。加曽利E式の破片は、遺構外から多く出土し

ている。唐草文系の資料は、第 1号住居l■及び遺構外から出土している。第 1号住居址の図示し

た 2点 (第 4図 ユ。2)は、曽利Ⅱ式に平行する時期の深鉢と考えられる。 1は、垂下する腕骨
文に類似した隆帯と蛇行隆帯が区画文として貼付され、その間に縦位の沈線が施文されている。

また 2は、腕骨文に類似した隆帯に替わり、垂下する 3本の隆帯と1本の隆帯が区画文となって

いる。 3本の隆帯は、節状の隆帯ではなく、楕円形若しくは渦巻き状の隆帯で結ばれている。遺

構外から出土した第22図 9、 第23図 14も 同時期に比定される資料であろう。後期前半の土器は、

遺構外から堀之内 I、 Ⅱ式期の資料が数点出土したのみである。同期後半以降の土器片は、前回

総
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の調査同様確認されなかった。

石器は、石鏃 2点、打製石斧 7点、磨製石斧 2点、磨石 3点が出土した。

以上、今回の調査結果をまとめた。住居址の所産期は、すべてが前回大半を占めた縄文時代中

期中葉から後葉に比定されるが、出土遣物では前回確認されなかった資料も出土している。具体

的には、腕骨文に類似した隆帯が施された深鉢片、刺突が施文された加曽利E式の破片 (第23図

60)な ど。今回と前回の調査区の間が、100mと 離れていないことを考えてみると本遺跡のもつ

多様性がうかがえる。

充分な考察が出来ず、とりとめのない内容となってしまったが、今後の課題としたい。

最後に、調査、報告書作成にご協力頂いた方々、小諸市建設部高速交通対策課をはじめとする

関係各位、御教示を頂いた先生方に厚く御礼を申し上げ、総括としたい。

引 用 参 考 文 献

岡村秀雄ほか 1991 「第 3章 調査 第 2節 吹付遺跡」「上信越自動車道埋蔵文化財発掘調

査報告書 2-一佐久市内その 2-一本文編』日本道路公団東京第 2建設局 長野

県教育委員会 帥長野県埋蔵文化財センター

塩入秀敏ほか 1985 『成立遺跡一一範囲確認調査報告書十一J 東部町教育委員会

千曲川水系古代文化研究所編 1980 F編年十一中部高地における型式一 十日石器・縄文・弥

生』信毎書籍出版センター

野村一寿ほか 1988 「Π 時代と編年 2 縄文土器」 F長野県史考古資料編 全 1巻 (4)

遺構・遺物J長野県史刊行会

林 幸彦ほか 1983 F中 村J 佐久市教育委員会

福島邦男   1989 F平 石遺跡一一緊急発掘調査報告書一一J望月町教育委員会

福島邦男   1991 「平石遺跡一一第 2次緊急発掘調査報告書一―』望月町教育委員会
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第 1号住居l■ (第 4図 )

挿図
番号
器種 部 位 法 量 文 様

調  整
(内 面 )

月台   上
色 調 焼

成 備考
内   面 外   面

l 深 鉢

口縁部
イ
底 部

横位、縦位、垂下する蛇行隆
帯
縦位平行沈線

ヨコナデ
子
母
母
鮒雲雲

白
黒
金

灰黄掲色
10Y R4/2

にぶい橙色
7.5Y R6/4 良

深鉢
部
　
獣

胴
　
庫

一
　

一

巧

縦位隆帯
平行沈線
円文

ヨヨナデ
子
母
母

飩
奎
芸奎
〓

白
黒
金

灰褐色
7.5Y R4/2

にぶい黄橙色
10Y R6/3 良

深 鉢 Л同 部
横位、縦位、渦巻き状隆帯
縄文

ヨヨナデ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/3

嗜赤褐色
5Y R3/6 良

深 鉢 口縁部
隆帯、沈線による区画文
縄文

ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

ぶい褐色
5Y R5/3

明赤掲色
5Y R5/6 良

深鉢 胴  部 渦巻き状隆帯
斜行平行沈線

ヨヨナデ
母
母
母

奎
〓奎
芸奎
〓

黒
金
白

灰黄褐色
10Y R4/2

にぶい赤褐色
5Y R5/4

深 鉢 胴  部 横位、波状沈線 ヨヨナデ
白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
10Y R3/2

赤褐色
2.5Y R4/6 良

深 鉢 胴  部 綾杉状沈線 ヨコナデ
黒 雲 母
金 雲 母

黒掲色
10Y R2/2

赤褐色
2.5Y R4/6

深 鉢 月同  部 渦巻き状、山隆帯
縄文

ヨコミガキ
子
母
帥
を
言

白
黒

にぶい橙色
7.5Y R6/4

橙色
5Y R6/6 良

深 鉢 月同  部 横位隆帯
斜行沈線

ヨヨナデ
母
母
母

雲
雲
雲

黒
金
白

暗赤掲色
5Y R3/6

黒色
10Y R2/ユ 良

深 鉢 月同 吉| 横位、蛇行 F■・ 帯 ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母

褐灰色
7.5Y R4/1

にぶい赤褐色
2.5Y R4/4 良

深 鉢 胴  部 刻み
沈線

ヨヨナデ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/3

褐灰色
5Y R4/ユ 良

深 鉢 胴  部
刻みのある隆帯
沈線 による三叉文
縄文

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母

黒色
7.5Y Rl.7/ユ

にぶい赤掲色
2.5Y R4/3 良

深 鉢 口縁部 渦巻 き状、垂下する隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい黄掲色
10Y R4/3

にぶい赤褐色
5YR4/4 良

深 鉢 胴  部 刻みのある隆帯 ヨコミガキ
子
母
母
飩雲善〓

白
黒
金

灰褐色
7.5Y R4/2

暗赤褐色
5Y R3/3 良

深 鉢 月同 部
横位蛇行隆帯
刻みのある円弧状隆帯
円弧状沈線

ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
10Y R3/1

にぶい赤掲色
5Y R5/3 良

深 鉢 口縁部
隆帝による区画文
縦位沈線

ヨコミガキ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤掲色
5Y R4/4

暗赤褐色
2.5Y R3/4 良

17 深鉢 胴  部 刻みのある隆帯
沈線

ヨヨナデ
子
母
飩
奎
ユ

白
黒

にぶい赤褐色
5Y R5/4

暗赤褐色
2.5Y R3/4 良

深 鉢 胴  部
円孤状隆帯
沈線

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい黄褐色
10Y R4/3

暗赤掲色
5Y R3/4 良

深 鉢 月同 部 撚糸文 ヨヨナデ
子
母
母
範妻雲

白
黒
白

褐色
7.5Y R4/3

にぶい赤褐色
5Y R4/4 良

深鉢 胴  部 横位平行沈線 ヨヨナデ
白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
10Y R3/1

にぶい黄褐色
10Y R5/3 良

深 鉢 日縁部 斜行平行沈線 ヨコミガキ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母畿５ＹＲ２

にぶい赤褐色
5Y R4/3 普

深 鉢 月同  部 撚糸文 ヨヨナデ 黒 雲 母
色

７

褐

Ｒ

黄

Ｙ

灰

Ю
にぶい褐色
7.5Y R5/3 良

第 2表 出土土器一覧表

-23-



第 2号住居址 (第 7図 )

す市図
番号
器種 部 位 法 量 文 様

調 整
(内面 )

河台   土
色 調 焼

成 備考内 面 面

ユ 深 鉢

口 縁 部

イ
底 部

日縁に突起
縄文

ヨコナデ 白色粒子
金 雲 母

灰褐色
5Y R4/2 儲 充褐

色
良

2 深 鉢 胴  部 円弧状隆帯
平行沈線

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい赤掲色
5Y R4/4

赤褐色
2.5Y R4/6 良

3 深 鉢 胴  部 縄 文 不   明 白色粒子黒 雲 母
にぶい赤褐色
2.5Y R4/4

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4

並
口

4 深 鉢 月同  部 縄 文 ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/3

嗜赤掲色
2.5Y R3/4 良

5 深 鉢 胴  都 縄 文 ヨコ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
10Y R3/1

凋赤褐色
5Y R5/6 良

6 深 鉢 胴  部
線
帯
沈
隆
行
行
平
蛇

ヨコ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

灰黄掲色
10Y R5/2

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4 良

7 深鉢 河同 部
平行沈線
円文

ヨコナデ 黒 婁 母
黒褐色
10Y R2/3

暗赤掲色
5Y R3/4 良

8 深 鉢 月同 部
円弧状隆帯
平行沈線

ヨコナデ
子
母
母

軸
曇
〓奎
〓

白
黒
金

灰黄褐色
10Y R4/2

褐色
7.5Y R4/3 良

9 深 鉢 胴  部 縄 文 ヨ コ ナ デ
子
母
母
飩曇〓雲

白
黒
金

にぶい赤褐色
5Y R4/3

灰褐色
7.5Y R4/2 良

深 鉢 月同 部
帯隆
線
曲
沈

ヨ コ ナ デ
白色粒子
金 雲 母

褐灰色
7.5Y R4/1

極暗赤褐色
5Y R2/4 凛

深 鉢 胴  部 線
文
沈
円

ヨ コ ナ デ
子
母
母
飩雲雲

白
黒
金

灰褐色
7.5Y R4/2

にぶい赤掲色
2.5Y R4/3 凛

深 鉢 胴  部 縦位、斜行平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

掲色
7.5Y R4/3

にぶい赤褐色
2.5Y R4/4 換

第 3号住居l■ (第 10～ 12図 )

1 深 鉢 】同 部
横位隆帝間に沈線
渦巻 き文
縄文

ナ デ

日色 種 十
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/3

掲色
7.5Y R4/3 凛

2 深 鉢
部
　
部

胴
　
底 10.4

円形、垂下する「し」の字状隆
帯に刻み ヨコナデ

白色粒子
黒 雲 母
石  英

砦赤褐色
2.5Y R3/6

黒褐色
7.5Y R2/2 良

3 深鉢 月同 部 連続爪形文のある隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

ホ褐色
〕.5Y R4/6

にぶい褐色
7.5Y R5/3 良

4 深 鉢 胴  部 沈線 ヨ コナ デ
白色粒子
白 雲 母

燈色
2.5Y R6/8

橙色
2.5Y R6/6 普

5 深鉢 胴  部 円弧状沈線
円文

ヨ コナ デ
子
母鮒雲

白
黒

にぶい褐色
7.5Y R5/4

暗赤掲色
5Y R3/6 良

6 深 鉢 胴  部 刺突のある隆帯
縦位平行沈線

ヨコナデ
子
母
鋭
奎
言

白
黒

にぶい黄橙色
10Y R6/4

にぶい褐色
7.5Y R5/3 良

7 深 鉢 月同  部 横位、縦位平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

天黄掲色
tOY R4/2

にぶい赤掲色
5Y R5/4

8 深鉢 月同  部
刻みのある隆帯
円文
沈線

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R6/3

褐灰色
10Y R4/1

9 深 鉢 胴   部 縄 文 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/3

にぶい赤褐色
5Y R5/3 浪

深 鉢
胴  部

!

虚  tR

一　
一
ユ
喬透籍起
方u突

ヨコナデ
子
母
舟

飩
奎
彗́
一

白
黒
令

色褐赤
れぃ５ＹＲ
にぶい赤褐色
5Y R5/3 普
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図
号
挿
番 器種 都 位 法 量 文 様

調 整
(内面 )

月台   土
色 調 焼

成 備 考内 面 外 面

深 鉢

口縁部
t

口同  ネ

限鏡状突起
曲隆帝
刺突

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

灰褐色
5Y R5/2

黒褐色
7.5Y R3/ユ 良

第 4号住居l■ (第 15図 )

ユ 深 鉢 月同 部
山隆帯
眼鏡状突趣
沈線

ヨコナデ
子
母
母
帥雲雲

白
黒
金

にぶい褐色
7.5Y R5/4

にぶい赤褐色
5Y R5/3 良

2 深 鉢

口縁 部

イ
同同  乱

刻みのある糖円形隆帯
平行沈線
縄文

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい橙色
5Y R6/4

黒褐色
7.5Y R3/1

並
日

3 深鉢 胴  部 線沈
行
行
隆
平
文

位
位
又

横
横
三

ヨ コ ナ デ
白色粒子
金 雲 母

にぶい橙色
7.5Y R6/4

明赤掲色
2.5Y R5/6 良

4 深 鉢 胴  部 横位隆帯
縄文

ヨコナデ
子
母
母
鮒雲雲

白
黒
金

黒色
7.5Y R2/1

灰褐色
7.5Y R4/2 良

5 深 鉢 胴  部 横位結節状隆線
縄文

ヨ コ ナ デ 自色粒子
にぶい褐色
7.5Y R5/4

にぶい褐色
7.5Y R6/3 良

6 深 鉢 胴  部
円弧状沈線
縦位平行沈線

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R5/4

にぶい橙色
5Y R6/3 良

深 鉢 打同 部 刻みのある環状突起 ヨコナデ
子
母
母
観雲雲

白
黒
金

ホ褐色
3Y R4/6

暗赤褐色
2.5Y R3/2 良

浅鉢 口縁部 無文 ヨコミガキ
白色粒子
黒 雲 母
白色鉱物

刀赤掲色
2.5Y R5/6

にぶい赤褐色
2.5Y R4/4

深 鉢 胴  部 縦位平行沈線
刺突

ヨ コナ デ
金 雲 母
小   石

にぶい黄橙色
10Y R7/3

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4 良

深 鉢 胴  部 縄 文 ヨコナデ
子
母
母
銃雲雲

白
黒
金 カ髄５ＹＲ

一人
λ

にぶい赤褐色
5Y R4/3

深 鉢 胴  部
帯隆
線
突

山
沈
刺

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい黄橙色
10Y R6/4

黒褐色
10Y R3/1 良

深 鉢 口縁部
隆帯による区画文
平行沈線

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/3

にぶい赤褐色
5Y R5/3

深 鉢 胴  部
押圧が施 された隆帝 による
区画文
縦位沈線

ヨコミガキ 金 雲 母
赤褐色
2.5Y R4/6

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4 良

深 鉢 月同 部 斜行平行沈線 ヨコナ デ
白色粒子
金 雲 母

明赤褐色
5Y R5/8

明赤褐色
2.5Y R5/6 良

深 鉢 胴  部 攘経粋雇位平行沈線 ヨコナデ 星催罫琶
橙色
5Y R6/6

明赤掲色
2.5Y R5/6 良

深 鉢 口縁部
刻みのある山隆帯
平行沈線

ヨコナデ
子
母
母

軸
雲
雲

白
黒
金

極暗赤褐色
5Y R2/4

黒褐色
7.5Y R2/2 良

深 鉢 月同 部
刻みのある隆帯
平行沈線

ヨコ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/3

にぶい赤褐色
2.5Y R4/3 良

深 鉢 月同 部
縦位沈線
縄文

ヨコナデ
母
母
石

奎
〓奎
〓

白
金
小

掲灰色
7.5Y R4/1

暗赤掲色
5Y R3/6 良

第 5号住居址 (第 17図 )

l 深 鉢 胴  部 刻みのある隆帯
楕円文

ヨコナデ
子
母
石

観
雲
白
金
小

褐灰色
10Y R4/1

にぶい褐色
7.5Y R6/3 良

深鉢 回縁部 渦巻き状隆帯 ヨコナデ
白色粒子
金 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/4

橙色
5Y R6/6

並
日

深鉢 口縁部
横位隆帯
沈線

ヨ コナ デ
母
石
奎
言
金
小

黒褐色
7.5Y R2/2

にぶい赤褐色
5Y R5/4 良
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挿図
番号

器種 部 位 法 量 文 様
調 整
(内面 )

】台   土
色 焼

成 備 考内 面 外 面

4 浅鉢 日縁部 横位隆帯 ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

赤褐色
2.5Y R4/6

掲灰色
5Y R4/1

並
日

深 鉢 胴  部
横位、円弧状隆帯
横位、縦位平行沈線
三叉文

ヨコナデ
子
母
母
飩雲雲

白
黒
金

にぶい橙色
5Y R6/4

橙色
7.5Y R6/6

並
日

6 深鉢 汚同 部 縄 文 ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

医褐色
5Y R4/2

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4 良

7 深鉢 胴  部 斜行平行沈線 ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R5/4

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4

並
日

深鉢 胴  部 三叉文 ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい黄橙色
10Y R6/3

にぶい橙色
7.5Y R7/4 普

深鉢 胴   部
線沈

帯
み
行

隆
刻
平

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

黒色
5Y R2/1

赤褐色
5Y R4/8 普

深 鉢 胴  部 縄 文 不   明 白色粒子黒 雲 母
灰黄褐色
10Y R6/2

にぶい赤褐色
5Y R5/4

並
日

深 鉢 胴  部 平行沈線
縄文

ヨコナデ
子
母
母
帥雲雲

白
黒
金

にぶい黄橙色
10Y R6/4

黒褐色
7.5Y R2/2 良

深 鉢 刃同 部 蛇行隆帯
刻み

ヨコナデ 白色粒子
白色鉱物

黒色
Nl.5/0

灰褐色
5Y R5/2 良

第 1号ビット群 (第 18図 )

l 深 鉢 口縁部 沈線 による区画文
縄文

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/3

黒褐色
7.5Y R3/ユ 良

浅鉢 日縁部 刻みのある隆帯 ヨヨナデ 白色粒子黒 雲 母
にぶい赤褐色
2.5Y R4/3

明赤掲色
2.5Y R5/6 良

遺 構 外 (第23・ 24図 )

9 深 鉢 胴  部 垂下する隆帯
横位平行沈線

ヨコナデ
白色粒子
金 雲 母
石  英

嗜赤褐色
5Y R3/6

赤掲色
2.5Y R4/6 良

期
業
中
後

深鉢
日縁部
t

H同  獣
帯隆
帯
る
隆

起
あ
状
撥絢蜘

環
刻
捻

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

仄責褐色
10Y R4/2

黒褐色
10Y R3つ 良

期
葉
中
後

深 鉢 口縁部
装飾把手
隆帯、沈線による区画文
平行沈線

ヨコナデ 白色粒子金 雲 母
浅黄色
2.51r7/4

にぶい黄橙色
10Y R6/4 普

期
秦
中
後

深鉢 胴  部 刻みのある隆帯による区画文
平行沈線

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母

刀赤褐色
5Y R5/6

にぶい赤褐色
5Y R4/4

並
日
期
葉
中
中

深鉢 胴  部 縫蔓、鶏羹
による区画文

斜行平行沈線
ナ   デ

子
母
母

範
雲
雲

白
黒
金 鞭増

赤褐色
2.5Y R4/6 良

期
葉
中
後

深鉢
日縁部
ど

日同  鍬

隆帯、沈線による区画文
斜位沈線

ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/4

橙色
7.5Y R6/6 良

期
葉
中
後

深鉢 月同 部 矮彦侯売ゑ
区画 ヨコナデ

白色粒子
黒 雲 母

にぶい黄橙色
10Y R6/4

橙色
5Y R6/6 良

期
慕
中
後

深鉢
口縁部
i

H日  獣
環状突起
蛇行隆帯

ヨコミガキ 白
色粒子
黒 雲 母 懸魚3/4

にぶい赤褐色
2.5Y R4/4 良

期
葉
中
中

深 鉢 胴  部
刻みのある隆帯

緩穣F嬢桂房平行沈線
ヨコナデ 白色粒子

黒 雲 母
にぶい褐色
7.5Y R5/4

赤掲色
5Y R4/6 普

期
葉
中
後

深 鉢 胴  部 蛇行隆帯
縦位の平行沈線

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

橙色
7.5Y R6/8

橙色
7.5Y R6/6

並
ロ
中期
後葉
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挿図
番号 器種

き卜 位 法 量 文 様
調 整
(内面 ) 胎   土

色 調 焼
成 備 考内 面 面

深 鉢 日縁部
横位の蕨状隆帯
縄文

ヨ コナ デ 昼是肇百
褐色
10Y R4/4

灰褐色
7.5Y R4/2

期
葉
中
後

深 鉢 日縁部 環状突起 ヨコナデ 星是罫琶明赤掲色2.5Y R5/6
にぶい赤掲色
2.5Y R4/4 良 中期

深 鉢 胴  部 渦巻き状隆帯 ヨコナデ
白色粒子
金 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/4

明褐色
7.5Y R5/6

期
葉
中
後

深 鉢 胴  部 濃窟裏惨検宛線 ヨコナテ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/4

明褐色
7.5Y R5/6 良

期
葉
中
後

深 鉢
部
　
部

胴
　
底 籟8璧鶴 .こ鵜に̀

Zシ

t熟良ヨ コナ デ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい掲色
10Y R5/4

にぶい褐色
10Y R6/4 普

期
葉
中
中

浅 鉢 口縁部 縄 文 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

橙色
5Y R6/6

にぶい橙色
7.5Y R6/4

中期
後葉

深 鉢 胴  部 隆帯と沈線による区画文
縄文

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい黄橙色
10Y R6/3

にぶい掲色
7.5Y R5/4

中期
後葉

深 鉢 胴  部 繰素長
状隆帯

沈線
ヨ コ ナ デ

白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/4

にぶい赤褐色
5Y R5/3 良

中期
後葉

深 鉢 胴  部 沈線による区画文
縄文

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/3

にぶい赤褐色
5Y R5/3 普

中期
後葉

深 鉢 胴  部 縦位の平行沈線
垂下する波状沈線

ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R6/3

にぶい黄栓色
10Y R6/3 良

中期
後葉

深 鉢 胴  部 円弧状、縦位平行沈線
斜行沈線

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

仄黄褐色
10Y R4/2

にぶい赤褐色
5Y R4/3 良

中期
後棄

深 鉢 月同  喜隅 地文の斜行沈線に交叉する
かたちで粘土組を添付

ヨ コ ナ デ
白色粒子
金 雲 母

褐色
7.5Y R4/4

にぶい掲色
7.5Y R5/4

中期
後葉

深 鉢 胴  部 刻みのある隆帯
円弧状、斜行沈線

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母
金 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R5/4

極暗赤掲色
5Y R2/3

期
葉
中
中

深 鉢 口縁部
山隆帯
綾杉状沈線

ヨ コナ デ
泊色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/4

にぶい赤掲色
5Y R5/4 良

中期
後葉

深 鉢 月同 部 円弧状沈線の連続文 ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/4

赤褐色
2.5Y R4/6 良

期
業
中
後

34 深 鉢 月同 部 隆帯による区画内に縄文 ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい黄栓色
10Y R6/4

橙色
7.5Y R6/6 良

期
葉
中
後

深鉢 胴  部 撚糸文 ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

灰責褐色
10Y R5/2

にぶい橙色
7.5Y R6/4 良

期
半
前
前

深 鉢 胴  都
半
刺
ヽ
る
後
よ
た
に
し
具
文
工
施
の
を
状
線
管
沈
た
位
し
縦
載
突

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

色
ジ
掲
Ｒ
黄
Ｙ
灰
１０

赤褐色
5Y R4/8 良

朗
棄
中
中

深 鉢 】同  部 文
線
縄
沈

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/4

赤褐色
5Y R4/8 良

後期
前半

深 鉢 日縁部 連続押圧が施された隆帝 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい黄橙色
10Y R7/3

オリープ黒色
5G Y2/1 普

期
半
後
前

深鉢 口縁部
横位沈線
隆線
刺突

ヨコナデ 白色粒子
黒 婁 母

にぶい橙色
7.5Y R6/4

にぶい掲色
7.5Y R5/4 良

後期
前半

40 深鉢 口縁部 平行沈線 不   明 白色粒子
黒 雲 母 不 明

にぶい赤褐色
5Y R5/4 良 中期

深鉢 月同 部 懐影浜征験
線 ヨコナデ 白色粒子

黒 雲 母
にぶい黄褐色
10Y R5/4

Fut色

5Y R6/8
並
日
期
葉
中
後

深鉢 月同 部 轟経翠痔爾籟
された隆帝 ヨ コ ナ デ

白色粒子
黒 雲 母

にぶい褐色
7.5Y R5/3

燈色
5Y R6/6 良

期
葉
中
後
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挿図
番号 器

種 部 位 法 量 文 様
調 整
(内面 )

胎   土
色 調 焼

成 備 考内 面 外 面

深鉢 胴  部 隆帝
斜行平行沈線

ヨコナデ 白 雲 母 灰掲
色
7.5Y R4/2

橙色
5Y R6/6

中期
後葉

深 鉢 胴  部 連続押圧が施された隆帯
沈線

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

黒掲色
2.5Y3/1

灰掲色
7.5Y R4/2 良 中期

深 鉢 汀同 部 縄 文 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
7.5Y R3/1

掲色
7.5Y R4/4

前期
前半

深 鉢 胴  部 刻みのある隆帯
縄文

ヨコナデ 白色粒子
ぶい橙色
5Y R6/4

にぶい赤褐色
3Y R5/4 良

中期
後葉

深 鉢 胴  部 縦位沈線
連続刻み文

ヨコナデ 白色粒子黒 雲 母
赤褐色
5Y R4/6

黒色
10Y2/1 良

期
葉
中
後

深 鉢 月同 部 刻みのある隆帯
沈線

ヨコナデ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R5/4

黒褐色
10Y R3/1 良 中期

深鉢 日縁部 帯
文
隆
縄
沈線による区画文 ヨコナデ 白

色粒子
黒 雲 母

に
'ド

Vゝ窮餞t
5Y R6/4

にぶい黄掲色
10Y R5/3

並
日
中期
後葉

深鉢 胴  部 隆帯による区画文
縄文

ヨコナデ 白色粒子 浅黄
橙色
10Y R3/4

にぶい黄橙色
10Y R7/4 良

中期
後葉

深鉢 口縁部 連続刺突文 ヨコナデ 白
色粒子
黒 雲 母

暗赤褐色
5Y R3/6

にぶい褐色
7.5Y R5/4 普 中期

深鉢 日縁部
回唇部に刻み
撚糸文

ヨコナデ 白
色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
2.5Y R5/4

にぶい赤掲色
5Y R5/4 良 中期

深鉢 月同  部 縦位平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
に
'景

い橙ね」
7.5Y R6/4

明赤褐色
5Y R5/6

並
日
中期
後葉

54 深 鉢 】同  部
波状沈線
平行沈線
撚糸文

ヨ コナ デ 白色粒子
黒色
10Y Rl.7/1

黒褐色
7.5Y R3/2 良

中期
後葉

55 深 鉢 口縁部
隆帯、沈線による区画文
縄文

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

明褐色
5Y R5/6

橙色
7.5Y R6/6 良

中期
後葉

56 深 鉢 月同  部
刻みのある隆帯、沈線 によ
る区画文
縄文

ヨコナデ 白色粒子黒 雲 母
赤褐色
5Y R4/8

澄色
7.5Y R6/6 良

後期
前半

深 鉢 口縁部 沈線による区画文
斜行平行沈線

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

明赤褐色
2.5Y R5/6

赤褐色
2.5Y R4/6 良

中期
後葉

58 深鉢 胴  部
隆帯に竹管文
斜行平行沈線
刺突文

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

黒色
2.5Y2/1

にぶい赤褐色
5Y R5/4 普

中期
中葉

深鉢 】同 部 翠為烏象
る隆帯 ヨコナデ

子
母
母
鋭雲と言

白
黒
金

赤褐色
5Y R4/6

にぶい赤掲色
5Y R5/4 良 中期

60 深鉢 胴  部
尖つた樺状工具による刺突
沈線による区画文
縄文

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

赤褐色
5Y R4/6

にぶい褐色
7.5Y R5/4 良

中期
後葉

深 鉢 日縁部 隆帯
斜行平行沈線

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

赤掲色
5Y R4/8 ヂ盗燥亀ん 並日

期
葉
中
中

62 深鉢
胴 部

t

虚  獣
波状沈線 ヨコナデ 白色粒子

黒 雲 母
にぶい褐色
7.5Y R5/4

色

ん

囲

螂 良
期
葉
中
後

63 深鉢 胴  部 隆帯による区画
縄文

ヨコナデ 自瞥看黒褐色10Y R3/1 菅赤掲色5Y R3/6 普
期
葉
中
後

64 深鉢 胴  部 麗径沈線 ヨ コナ デ
黒 婁 母
金 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R5/4

にぶい橙色
7.5Y R6/4 良

中期
後葉

65 深 鉢 月同 部 蛇行隆帯
平行沈線

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

灰褐色
7.5Y R4/2

にぶい赤褐色
5Y R5/3 良

期
葉
中
後

66 深鉢
日 縁 訃

t

画
帯
区
隆
綬

る
る
沈

よ
あ
行

に
の
平

線
突
行

沈
刺
斜

ヨコナデ
子
母
飩
奎
言

白
黒

にぶい黄橙色
10Y R7/4

淡黄色
2.5Y3/4

並
ロ
期
葉
中
中
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挿図
番号

器 種 言I;イ立 法 量 文 様
調 整
(内面 )

ガ台   上
色 調 焼

成 備 考
1狗 面 面

浅 鉢 口 縁 部
刺突文
縄 文

ヨコミガキ 白
色粒子
黒 雲 母

黒掲色
10Y R2/3

明赤掲色
5Y R5/6

別
来
中
中

1朱外 河同 きb
連続押圧が施 された隆帯
縄文

ヨコナデ 白
色粒子
黒 雲 母陣５ＹＲ４

H帝赤褐色
5Y R3/3

中)朝
後来

深 鉢 月同 部
縦位平行沈線
縄文

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

褐灰色
7.5Y R4/ユ

にぶい赤褐色
5Y R5/3 良

朗
来
中
後

深 鉢 月同  きb 縄 文 ヨ コナ デ
子
母
鮒
奎
〓

白
黒

にぶい褐色
7.5Y R5/4

明赤褐色
5Y R5/6

並
田
中期
後葉

深 鉢 月同  吉ト
刻みのある隆帝
隆帯による区画文
嘉‖空

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
7.5Y R3/ユ

極暗赤褐色
2.5Y R2/3

並
日 中期

72 深 鉢 日縁部
環状突起
沈線
多Jレ供

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

青黒色
5B2/1

燈色
7.5Y R6/6

並
日
期
業
中
中

深 鉢 月同  音Ь 平行する隆帝
縄文

ヨ コ ナ デ
子
母
母
飢雲雲

白
黒
白

赤掲色
5Y R4/8

にぶい黄掲色
10Y R4/3 良

中期
後業

74 深 鉢 日縁部 縄 文 ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい黄橙色
10Y R7/4

にぶい黄橙色
10Y R6/4 良

前期
前半

深 鉢 日縁部
沈線
縄文

ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
10Y R3/]

にぶい橙色
5Y R6/4

並
日 中期

76 深 鉢 日縁部 渦巻 き状隆帝 ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R5/4

にぶい赤掲色
5Y R4/3 良

期
葉
中
後

深 鉢 口縁部
隆帝、沈線 による区画文
縄文

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

暗赤掲色
5Y R3/2

極暗赤掲色
5Y R2/3 良

期
葉
中
後

深 鉢 口 縁 部 横位、渦巻き状隆帯 ヨコナデ 金 雲 母
黒褐色
7.5Y R2/2

灰掲色
7 5Y R4/2 良

期
葉
中
後

深 鉢 月同  吉ト
刻みのある隆帝
沈線

ヨコナデ
子
母
母

眈
手
〓と
言

白
黒
金

にぶい橙色
7 5Y R6/4

極暗赤掲色
5Y R2/3 良

期
葉
中
中

深 鉢 月同  吉Б
刻みのある隆帝
斜行平行沈線

ヨコナデ
子
母
飩
〓
芸

白
黒

にぶい黄掲色
10Y R4/3

赤褐色
5Y R4/6

並
日
期
葉
中
中

深 鉢 口縁部 渦巻 き状隆帯 ヨ コナ デ
白色粒子
白 雲 母
黒 雲 母

明赤褐色
5Y R5/6

黒褐色
5Y R5/ユ

中期
後葉

深 鉢 胴  部 渦巻 き状沈線 ヨ コナ デ 白色粒子
黒 雲 母

明赤掲色
5Y R5/6

黒掲色
2.5Y3/ユ 良 中期

深 鉢 月同 部
渦巻き状沈線が施された突起
刻みのある隆帯
,贈 】キ,十 望ヒ

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

掲色
7.5Y R4/3

極暗掲色
7 5Y R2/3 良

期
葉
中
中

84 深 鉢 月同  吉再 平行、綾杉状沈線 ヨ コ ナ デ

子
母
母

飩
千一言〓
〓

白
黒
金

明赤掲色
5Y R5/6

燈色
7.5Y R6/6 良

期
葉
中
後

深 鉢 口縁部
刻みのある隆帯による区画文
「く」の字状連続沈線

ヨ コナ デ
子
母
母

鮒
と
言一云

白
黒
白

黒掲色
7.5Y R3/]

1き赤褐色
5Y R3/4 良

中期
中葉

深 鉢 胴  部 横位、縦位の平行沈線 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤掲色
5Y R4/4

黒掲色
5Y R3/ユ 良

期
葉
中
後

深 鉢 河同  吉Ь
沈線が施された隆帯
蛇行沈線

ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい赤褐色
5Y R4/3

褐灰色
7.5Y R4/ユ 良

期
葉
中
後

深 鉢 月同  音ト 渦巻 き状沈線 ヨ コナ デ 白色粒子
黒色
7.5Y R2/ユ

橙色
5Y R6/6 良

中期
後来

深 鉢 月同  者Ь
刻みのある隆帝
斜行平行沈線
組 す

ヨコナデ 白色粒子
白 婁 母

灰黄褐色
10Y R4/2

灰黄掲色
10Y R5/2

並
田
中

'tJl
後来

90 深 鉢 月同  き膊
1空帝による区山文
縦位平行沈線
絹 寸

ヨコナデ 黒 婁 母
にぶい黄橙色
10Y R7/4

橙色
5Y R6/6 度

期
来
中
後
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図
号
挿
番 器種 吉い 1立 法量 文 様

調 整
(内面 )

胎   土
色 訓 帆

成 術 考内 面 面

深 勢 口縁部 文画区
線
る
沈
よ
行

行
に
平

隆
線
位

田
沈
縦

ヨコナデ
白色粒子
黒 婁 母
石  英

明赤掲色
5Y R5/6

陰色
5Y R6/6 良

期
葉
中
後

92 条 鉢 河同  部 綾杉状沈線 ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

黒色
2.5Y Rl.7/ユ

赤掲色
2.5Y R4/6 良

中期
後葉

93 条 鉢 日縁部
刻みのある隆帯
沈線による区画文
黄‖牢

ヨコナデ 白色粒子
黒掲色
10Y R3/1

黒掲色
10Y R2/2 良

中期
中葉

94 栗 勢 胴  部 刻みのある隆帝
縄文

ヨ コナ デ
子
母
母
飢雲雲

白
黒
金

にぶい赤褐色
5Y R5/4

黒褐色
10Y R3/1

並
日
中期
中葉

深 勢 胴   部 隆帯、沈線による区画文
刺突

ヨ コナ デ
白色粒子
金 雲 母

掲色
7.5Y R4/3

黒色
10Y R2/ユ 良

中期
中葉

96 深 鉢 月同 部 横位、波状沈線 ヨ コ ナ デ
白色粒子
黒 雲 母

灰褐色
7.5Y R4/2

黒掲色
5Y R2/1

並
日 中期

深 鉢 日縁 都 刻みのある渦巻き状隆帯 ヨコナデ 白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
7.5Y R3/1

にぶい赤掲色
5Y R5/4 良 中期

98 深 鉢 月同 部 撚糸文 ヨ コナ デ
子
母
母
飩雲と言

白
黒
白

嗜赤褐色
5Y R3/6

黒掲色
7.5Y R3/1 良 中期

深 鉢 胴  部 刻みのある隆帝による区画文
縦位沈線

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

黒褐色
10Y R3/1

黒色
10Y Rl,7/1 良

中期
中葉

ltlll 深 鉢 日縁部
曲隆帝
刻み

ヨ コナ デ 白色粒子
黒褐色
10Y R3/1

にぶい赤褐色
5Y R5/4 良

中期
後葉

101 深 鉢 月同  部 隆帯
撚糸文

ヨ コナ デ
白色粒子
黒 雲 母

天褐色
5Y R4/2

にぶい赤掲色
5Y R4/3 良

期
葉
中
中

飛 鉢 口縁部 縦位、斜行平行沈線 ヨコナデ
子
母
母

範
一一〓書
芸

白
黒
金

にぶい赤褐色
5Y R5/4

にぶい赤褐色
5Y R4/3

並
日
期
葉
中
後

果 鉢 口縁 部 刻みのある由隆帯 ヨコミガキ 白色粒子
黒 雲 母

にぶい掲色
7.5Y R5/4

灰褐色
7.5Y R4/2 良

期
莱
中
中
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